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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転自在なコニカル型の粉砕ローラを備えて、回転テーブル上に投入した金属異物を含
む原料を粉砕ローラによって粉砕する竪型粉砕機において、
　回転テーブルの上面外周部にダムリングを配し、回転テーブルの粉砕ローラ転動面から
ダムリングまで回転テーブル上に水平面を形成して、
　該水平面に連続して回転テーブルの外周方向に向かい水平方向に伸びる排出口をダムリ
ングの下部にのみ上方を閉塞させて形成したことを特徴とした竪型粉砕機。
【請求項２】
　前記排出口の上部から回転テーブルの外周方向に向かって伸び下方に向かって屈曲する
流路制御部を備えた請求項１に記載の竪型粉砕機。
【請求項３】
　前記流路制御部の下部が、回転テーブルの内周方向に向かって屈曲している請求項２に
記載の竪型粉砕機。
【請求項４】
　前記流路制御部が、回転テーブルの円周方向側側面の少なくとも一方に閉止板を配した
請求項３に記載の竪型粉砕機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、主に、金属異物を多く含むセメント原料、クリンカ―、石灰石、石炭、その
他の無機原料、特に高炉スラグや転炉スラグ等の金属異物を多く含む原料を粉砕するに好
適な竪型粉砕機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高炉スラグや転炉スラグ等を粉砕する装置として、竪型粉砕機（竪型ミル、或いは竪型
ローラミルと称されることもある）と呼ばれる粉砕機が用いられている。竪型粉砕機は、
被粉砕物（本明細書においては単に原料と称することもある）を効率的に粉砕することが
できるという優れた特性を備えている。
【０００３】
竪型粉砕機の基本的な粉砕挙動等について以下簡略に説明する。
竪型粉砕機は、回転テーブル上に粉砕ローラが配されており、粉砕ローラは回転テーブル
の方向に押圧されるよう構成されている。粉砕ローラは、回転テーブルが回転することに
より、回転テーブルに対して原料を介して従動し回転する。
【０００４】
竪型粉砕機に投入された原料は、原料投入用のシュート等を介して回転テーブル上に投入
されて粉砕ローラに噛み込まれ粉砕される。回転テーブルと粉砕ローラに噛み込まれて粉
砕された原料は、回転テーブルの外周部とケーシングとの間にある環状隙間へ向かう。
【０００５】
　原料を微粉砕して取り出すことに優れた上抜き式（エアスエプト式等と呼ばれることも
ある）の竪型粉砕機の場合には、テーブルの下方からガスが導入されており、機内におい
て下方から上方に流れるガスの気流が生じている。前述の粉砕ローラにより蹴り出された
原料の多くは、ガスにより吹き上げられて、機内上部へと向かう。そして、所望の寸法と
なった原料が、回転テーブルの上方に配した上部取出口からガスとともに取り出される。
【０００６】
　なお、所望の寸法まで粉砕されていない原料は、ガスにより吹き上げられず、そのまま
テーブル下方に落下する、或いは、ガスにより一旦吹き上げられても、上部取出口に到達
する前にガスの流れから逸脱し落下し、回転テーブル上に落下する等して、再度、粉砕さ
れる。即ち、原料を微粉砕する際に、一度の粉砕で所望する粒度まで微粉砕できなかった
原料は、機内で繰り返し粉砕されることになる。
【０００７】
　ここで、竪型粉砕機に使用されている粉砕ローラの形状について説明すると、代表的な
形状として、スフェリカル型と呼ばれるドーナツ型タイプのものと、コニカル型と呼ばれ
る切頭円錐型タイプのものが、当業者において広く一般的に知られている。
【０００８】
　回転テーブルの形状について説明すれば、前述した粉砕ローラのタイプにあわせて最適
な回転テーブルのタイプが異なる。通常、スフェリカル型の粉砕ローラを使用する場合は
、回転テーブル上における粉砕ローラの転動面が、粉砕ローラの形状に合わせて加工され
ており、例えば、断面円弧状の溝が凹むようにして加工されている。特許文献１に示した
竪型粉砕機の粉砕ローラの形状は、スフェリカル型と呼ばれるドーナツ型タイプのもので
ある。回転テーブル上における粉砕ローラの転動面は、粉砕ローラの形状に合わせて断面
円弧状の溝が加工されている。
【０００９】
　他方、コニカル型の粉砕ローラを使用する場合は、回転テーブル上における粉砕ローラ
の転動面が水平に形成されているケースが多い。
【００１０】
　ところで、粉砕ローラと回転テーブルの間で粉砕される原料は、一定の原料層厚みを確
保した状態で、粉砕ローラと回転テーブルの間に噛み込まれて粉砕されることが望ましい
。
　しかし、高速で回転する回転テーブル上に供給された原料は、回転による遠心力により
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回転テーブル外周方向に向かって移動し、回転テーブル外側に飛び出そうとする。
　その状況下で一定の原料層厚みを確保するため回転テーブルの外周部には、通常、ダム
リングと呼ばれる環状の堰が設けられている。
【００１１】
　ダムリングで堰き止められた原料は、粉砕ローラと回転テーブルの間に噛み込まれて粉
砕され、原料層の厚さが一定の厚さ以上になれば、ダムリングを乗り越えて回転テーブル
外部に飛び出していく構造になっている。
【００１２】
　前述したスフェリカル型の粉砕ローラを使用する竪型粉砕機は、回転テーブル上の粉砕
ローラの転動面に加工した溝の中に原料が入り込み留まり易い構造である。そのため、ダ
ムリングは必要に応じて適宜設けられものであり必ずしも必要とは限らない。
　それに対して、コニカル型の粉砕ローラを使用する竪型粉砕機においては、回転テーブ
ル上の粉砕ローラの転動面が水平で溝部がないため、回転テーブル上に原料が留まりにく
い構造であるから、一般的にダムリングの設置が必須である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００３－７１３０６公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　竪型粉砕機の被粉砕物である原料の中に金属異物が入っていた場合において、金属異物
が回転テーブルから円滑に排出されずに回転テーブル上に長く留まり問題を引き起こす可
能性があった。
【００１５】
　というのは、金属異物は、粉砕ローラと回転テーブルの間に噛み込まれて粒状になるが
、金属異物は比重が重いため、原料層の下層側に流れ込むようにして移動する。例えば、
前述したスフェリカル型の粉砕ローラを備えた竪型粉砕機においては、回転テーブルに加
工した溝の中に原料が入り込み留まり易い構造であり、その中に入り込んだ金属異物は、
原料層の下層側に位置して留まり溝部の中から円滑に排出されない可能性がある。
【００１６】
　それに対して、前述したコニカル型の粉砕ローラを備えた竪型粉砕機においては、粉砕
ローラ下の転動面が水平のため金属異物の比重が重くても転動面上には留まりにくい構造
である。しかし、比重の重い金属異物は、原料層厚みを維持するために設置したダムリン
グの底部に留まり貯まることがあり、その結果、ダムリングで堰き止められたまま円滑に
排出されないという問題を引き起こす可能性があった。
【００１７】
　本発明は、以上、説明したような問題点に鑑みてなされたものであり、コニカル型の粉
砕ローラを備えた竪型粉砕機において、被粉砕物である原料の中に金属異物が入っていた
場合に、金属異物が回転テーブルから円滑に排出されないという問題が生じる可能性を低
減させる技術に関する。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
上記の目的を達成するため、本発明による竪型粉砕機は、
（１）　　回転自在なコニカル型の粉砕ローラを備えて、回転テーブル上に投入した金属
異物を含む原料を粉砕ローラによって粉砕する竪型粉砕機において、
　回転テーブルの上面外周部にダムリングを配し、回転テーブルの粉砕ローラ転動面から
ダムリングまで回転テーブル上に水平面を形成して、
　該水平面に連続して回転テーブルの外周方向に向かい水平方向に伸びる排出口をダムリ
ングの下部にのみ上方を閉塞させて形成した。



(4) JP 6790499 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

【００２１】
（２）（１）に記載の竪型粉砕機において、前記排出口の上部から回転テーブルの外周方
向に向かって伸び下方に向かって屈曲する流路制御部を備えた。
【００２２】
（３）（２）に記載の竪型粉砕機において、前記流路制御部の下部が、回転テーブルの内
周方向に向かって屈曲している構成とした。
【００２３】
（４）（３）に記載の竪型粉砕機において、前記流路制御部が、回転テーブルの円周方向
側側面の少なくとも一方に閉止板を備えた。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、コニカル型の粉砕ローラを備えた竪型粉砕機において、被粉砕物であ
る原料の中に金属異物が入っていた場合に、金属異物を回転テーブルから効率的に排出す
る。
【００２５】
　また、排出口の上部を覆うようにして流路制御部を設ければ、下方から上昇してくるガ
スにより金属異物が吹き上げられにくくなり、結果、金属異物が再度回転テーブル上に吹
き上げられる可能性が減少するので効率良い粉砕が可能になる。特に、流路制御部の側面
を閉止板で覆えば、さらに、金属異物が再度回転テーブル上に吹き上げられる可能性が減
少するという優れた作用効果を奏することが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施形態に係わり竪型粉砕機の全体構成を説明する図である。
【図２】本発明の実施形態に係わり粉砕ローラ、回転テーブル及びダムリングの配置を説
明する図である。
【図３】本発明の実施形態に係わりダムリングの構成を説明する図である。
【図４】本発明の実施形態に係わりダムリングに形成した排出口の配置及び形状を説明す
る図である。
【図５】本発明の実施形態に係わり回転テーブル上における金属異物の挙動を概念的に説
明する図である。
【図６】本発明による他の実施形態に係わりダムリングの構成を説明する図である。
【図７】本発明による他の実施形態に係わりダムリングに備えた流路制御部の形状を説明
する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、図面等に基づき本発明の好ましい実施形態の１例を詳細に説明する。
　図１から図７は本発明の実施形態に係わり、その好ましい例を示したものである。
　図１は竪型粉砕機の全体構成を説明する図であり、図２は粉砕ローラ、回転テーブル及
びダムリングの配置を説明する図であり、（１）が上方から観察した図であり、（２）が
側面方向から観察した図である。
　図３はダムリングの構成を説明する図であり、（１）が回転テーブル付近の図を側面か
ら観察した図であり、（２）がＡ―Ａ面を観察したダムリング調整板、（３）がＢ－Ｂ面
を観察した分割ダムリング、（４）がＣ－Ｃ面を観察した回転テーブル上面の形状を示し
た。
【００２８】
　図４はダムリングに形成した排出口の配置及び形状を説明する図であり、（２）がＡ―
Ａ面を観察した図であり、（３）がＢ－Ｂ面を観察した図である。
　図５は回転テーブル上における金属異物の挙動を概念的に説明する図であり、（１）が
上方から観察した図であり、（２）が側面方向から観察した図である。
　図６は本発明による他の実施形態に係わりダムリングの形状を説明する図であり、（１
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）が第２タイプを示し、（２）が第３タイプを示し、（３）が第４タイプを示した。
　図７はダムリングに備えた流路制御部の形状を説明する図であり、（１）が第５タイプ
を示し、（２）が第６タイプを示した。
【００２９】
　以下、本実施形態に係る竪型粉砕機１の好ましい構成の１例を説明する。
　本実施形態に係る竪型粉砕機１は、図１に示すように竪型粉砕機１の外郭を形成する分
級機ケーシング１Ｂ、及びミルケーシング１Ａ、並びに、竪型粉砕機１の下部に設置され
た減速機２Ｂと図示しない駆動モータによって駆動される回転テーブル２、コニカル型の
粉砕ローラ３を備えている。なお、本実施形態においては、回転テーブル上面２Ａをフラ
ットな水平に形成した。
【００３０】
ここで、粉砕ローラ３が回転テーブル上面２Ａ上で回転する転動面の軌跡を図２（１）及
び図２（２）に示す。本実施形態においては、粉砕ローラ３の回転テーブル上面２Ａでの
転動面Ｔから、ダムリング５に形成した排出口５Ｄの底面にかけて水平となっており、水
平面Ｓを形成している。金属異物Ｋは、遠心力によって水平面Ｓを滑りながら外周方向に
移動して排出口５Ｄから回転テーブル２の外方へ排出される構成となっている。
なお、ダムリング５の構成、並びに金属異物Ｋの挙動等については、詳細を後述する。
【００３１】
　そして、図１に示した竪型粉砕機１は、図示しない駆動モータの駆動用電源としてイン
バータ電源を備えて、運転中、回転テーブル２の回転速度が任意に変更可能な可変速式の
竪型粉砕機１である。
【００３２】
図１に示した竪型粉砕機１は、内部に分級装置を備えた上抜き式である。回転テーブル２
の上方には、形状が略逆円錐型の内部コーン１９を備えており、内部コーン１９の上部に
固定式の一次分級羽根である固定式分級羽根１４が配されている。そして、内部コーン１
９の上方で固定式分級羽根１４の内側には、回転式分級羽根１３を有している。回転式分
級羽根１３は、竪型粉砕機１の上部に設置された図示しない駆動モータにより駆動されて
、自在に回転する構成となっている。本明細書においては、回転式分級羽根１３と固定式
分級羽根１４を合わせて分級機構１５と称する。
【００３３】
　そして、回転テーブル２の下方には、ガスを導入するためのガス導入口３３と、重量の
大きな原料を取り出すための排出シュート３４（下部取出口３４と称することもある）を
備えている。また、回転テーブル２上方には、機内に原料を投入するための原料供給口３
５を備えており、さらにガスと共に製品（粉砕されて所望の粒径となった原料）を取り出
すことのできる上部取出口３９を備えている。
【００３４】
　図２に示すように、回転テーブル２の外周部分に対向する位置にあるミルケーシング１
Ａの内周面は、円筒状になっており、回転テーブル２の外周部分と竪型粉砕機１のミルケ
ーシング１Ａとの間で環状の隙間３０（環状隙間３０）を形成する。また、粉砕ローラ３
は、図２に示すように、回転テーブル２の外周部分に位相を９０度ずつずらした形で４個
配されている。
【００３５】
以下、ダムリング５の構成について説明する。
図３に示すように、図１に示した竪型粉砕機１においては、回転テーブル上面２Ａの外周
部に、円弧状の分割ダムリング５Ｂを間隔をあけて複数枚（本実施形態では８枚）を並べ
て配することにより、排出口５Ｄを複数箇所（本実施形態では８箇所）で形成し、その上
に環状のダムリング調整板５Ａを配した構成となっている。
【００３６】
なお、本実施形態においては、ダムリング調整板５Ａと分割ダムリング５Ｂを組み合わせ
て使用することにより、排出口５Ｄが形成された環状のダムリング５を形成した。
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しかし、本発明において使用できるダムリングの構成はこれに限るものではなく、例えば
、図６（１）示した第２タイプのダムリング５２のように、環状リングの下部に切り欠き
を形成して排出口を設けたタイプのダムリングであっても良い。また、それ以外にも、例
えば、図６（２）に示した第３タイプのダムリング５３のように、円弧状に形成された複
数枚のダムリング並べて配して、その両端部を併設するダムリングに重ね合わせることに
より組み合わせて排出口５Ｄを形成したタイプのダムリングであっても良く、本発明の技
術思想を逸脱しない範囲で変更が可能である。
【００３７】
以下、竪型粉砕機１の粉砕挙動等について簡略に説明する。
前述したように、図１に示した竪型粉砕機１は、回転テーブル２上に粉砕ローラ３が配さ
れており、それぞれの粉砕ローラ３が、回転テーブル２の方向に押圧されるよう構成され
ている。そして、粉砕ローラ３は、回転テーブル２が回転することにより、回転テーブル
２に対して、原料を介して従動して回転する。
【００３８】
竪型粉砕機１の原料供給口３５に投入された原料（本実施形態においては高炉スラグ）は
、原料投入シュートを介して回転テーブル２の中央付近に投入されて、渦巻き状の軌跡を
描きながら、回転テーブル２の外周側に移動する。そして、回転テーブル２の外周側に移
動した原料は、粉砕ローラ３に噛み込まれて粉砕される。
【００３９】
回転テーブル２と粉砕ローラ３に噛み込まれて粉砕された原料は、回転テーブル２の外縁
部に周設されたダムリング５を乗り越えて、回転テーブル２の外周部とミルケーシング１
Ａとの間に形成された環状隙間３０の領域に移動する。そして、環状隙間３０に移動した
原料は、ガスにより吹き上げられてケーシング内を上昇する。この際において吹き上げら
れるガスの流れは、回転式分級羽根１３の回転による影響を受けて、旋回流となる。
【００４０】
旋回流となったガスの中に同伴されて吹き上げられた原料は、回転テーブル２の上方に配
した分級機構１５の方向に向かって旋回しながら流れる。そして、分級機構１５を通過し
た径の小さな原料が、上部取出口３９から製品として取り出される。
【００４１】
分級機構１５を通過できなかった原料の多くは、機内を落下し、再度、回転テーブル２ま
で戻されて粉砕される、或いは、内部コーン１９に捕集されて、再度、回転テーブル２上
に供給されて粉砕される。一方、原料の中で極端に重量の大きなものは、ガスにより吹き
上げられず、回転テーブル２の下方に向かって落下する。回転テーブル２の下方に落下し
た原料は、竪型粉砕機１の底面部に達し、図示しないスクレーパ等によって排出シュート
３４から機外に取り出される。
【００４２】
　ここで、前述した竪型粉砕機１の運転中においては、被粉砕物である高炉スラグの中に
入っている金属異物Ｋが、粉砕ローラ３と回転テーブル２の間に噛み込まれて粉砕される
。しかし、金属異物Ｋは、一般的に延性が高く、粉砕ローラ３と回転テーブル２の間に噛
み込まれて、ある程度の大きさまで粉砕された後、粒状になる。そして、粒状になった金
属異物Ｋは比重が重いため、原料層の下層側に流れ込むようにして移動する。
【００４３】
　従来技術においては、前述したように、比重の重い金属異物Ｋが、原料層厚みを維持す
るために設置したダムリングの底部に留まり貯まることがあり、その結果、ダムリングで
堰き止められたまま円滑に排出されないという問題を引き起こす可能性があった。
【００４４】
　それに比較して、本実施形態においては、回転テーブル上面２Ａの粉砕ローラ３の転動
面Ｔからダムリング５まで回転テーブル上に水平面を形成して、水平面に連続して回転テ
ーブル２の外周方向に向かい水平方向に伸びる排出口５Ｄをダムリングに形成することに
よって、粉砕ローラ３の回転テーブル上面２Ａでの転動面Ｔからダムリング５に形成した
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排出口５Ｄの底面にかけて水平面Ｓを形成している。
【００４５】
　したがって、図５（１）及び（２）に示すように、粉砕ローラ３と回転テーブル２の間
に噛み込まれて粒状になった金属異物Ｋが、回転テーブル２の回転による遠心力によって
、水平面Ｓを円滑に滑り又転がりながら移動して、排出口５Ｄより回転テーブル２外へ排
出される。
【００４６】
なお、前述したように金属異物Ｋは原料層の下層側に流れ込んで行く傾向があり、金属異
物Ｋ以外の粉砕品Ｆは原料層の上層側に流れて込んで行く確率が高くなっている。
　本実施形態では、排出口５Ｄの上方を閉塞させてダムリング５の下部にのみ排出口５Ｄ
を形成する構成としているので、金属異物Ｋ以外の粉砕品Ｆをダムリング５によりせき止
めて、金属異物Ｋを選択的に回転テーブル２の外部に排出する確率を高めることが可能で
ある。したがって、本実施形態によれば、金属異物Ｋを回転テーブル２から効率的に排出
することによって、竪型粉砕機１の粉砕効率を改善することが可能になる。
【００４７】
なお、本実施形態においては、特に好ましい構成の１例として、排出口５Ｄの上方を閉塞
させることによりダムリング５の下部にのみ排出口５Ｄを形成する構成とした。金属異物
Ｋは原料層の下層側に位置する傾向があるので、排出口５Ｄの上方を閉塞させたタイプの
ダムリング５、ダムリング５２、又ダムリング５３は、原料層の上層側に位置する金属異
物Ｋ以外の原料が排出口５Ｄから排出される危険性が減少し、金属異物Ｋを選択的に回転
テーブル２の外部に排出できるという点において好ましい構成である。
しかし、ダムリング５Ｄの上部を閉塞しない図６（３）に示した第４タイプのダムリング
５４であっても、金属異物Ｋを効果的に排出できるという効果は奏するので、本発明の適
応の範囲である。
【００４８】
　以下、本発明に係わる他の実施形態について図７等を利用して説明する。
　図７（１）に示した実施形態においては、ベース部５５Ｂと流路制御部５５Ａによって
排出口５Ｄを備えた第５タイプのダムリング５５を形成しており、前述した実施形態と同
様に、粉砕ローラ３の回転テーブル上面２Ａでの転動面Ｔからダムリング５５に形成した
排出口５Ｄの底面にかけて水平面Ｓを形成している。そして、図７（１）に示した実施形
態は、前述した実施形態と比較して、流路制御部５５Ａを備えているという点において構
成が相違する。流路制御部５５Ａは、排出口５Ｄの上部から回転テーブル２の外周方向に
向かって伸びて、下方に向かって屈曲するとともに、その下部が回転テーブルの内周方向
に向かって屈曲している構成となっている。
【００４９】
以下、図７（１）に示した実施形態における粉砕挙動等について簡略に説明すれば、前述
した実施形態と同様に、粉砕ローラ３と回転テーブル２の間に噛み込まれて粒状になった
金属異物Ｋは、回転テーブル２の回転による遠心力によって、水平面Ｓを円滑に滑り又転
がりながら移動して、排出口５Ｄより回転テーブル２外へ排出される。
【００５０】
　排出口５Ｄから排出された金属異物Ｋは、環状隙間３０に落下するが、環状隙間３０に
は、粉砕後の粉砕品Ｆを吹き上げて搬送するためのガスが下方から上方に向かって流れて
いる。環状隙間３０を吹き上がるガスの中に金属異物Ｋが排出されるとガスの圧損が増え
るとともに、金属異物Ｋが吹き上げられて再度回転テーブル上面２Ａに戻ってしまう可能
性もあり好ましくない。
【００５１】
　図７（１）に示した実施形態においては、流路制御部５５Ａの下部が回転テーブル２の
内周方向に向かって屈曲している構成となっていることによって、排出口５Ｄから排出さ
れる金属異物Ｋに対して、環状隙間３０を吹き上がるガスが直接あたりにくい構造となっ
ている。また、例え、排出口５Ｄから排出された金属異物Ｋが一旦ガスにより吹き上げら
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れたとしても、排出口５Ｄの上部から回転テーブル２の外周方向に向かって伸びる板に邪
魔されて、回転テーブル上面２Ａへ吹き戻されにくい構造となっている。
【００５２】
　図７（１）に示した実施形態においては、前述した理由によって、環状隙間３０を吹き
上がるガスの流れに、金属異物Ｋが曝されにくくなるため、ガスの圧損を抑えることがで
きるとともに、金属異物Ｋが吹き上げられて再度回転テーブル上面２Ａに戻る可能性を低
減できる。したがって、竪型粉砕機１の粉砕効率を改善することが可能である。
【００５３】
　また、図７（２）に示した実施形態においては、前述した図７（１）に示した実施形態
と同様に、ベース部５６Ｂと流路制御部５６Ａによって排出口５Ｄを備えた第６タイプの
ダムリング５６を形成しており、粉砕ローラ３の回転テーブル上面２Ａでの転動面Ｔから
ダムリング５６に形成した排出口５Ｄの底面にかけて水平面Ｓを形成している。
【００５４】
　そして、図７（２）に示した実施形態は、図７（１）に示した実施形態と比較して、回
転テーブル２の円周方向側側面に閉止板５６Ｃを配しているという点で構成が相違する。
　なお、図７（２）に示した実施形態では、流路制御部５６Ａの円周方向側の両側面に閉
止板５６Ｃを配している。
【００５５】
以下、図７（２）に示した実施形態における粉砕挙動等について簡略に説明すれば、前述
した図７（１）に示した実施形態と同様に、粉砕ローラ３と回転テーブル２の間に噛み込
まれて粒状になった金属異物Ｋが、回転テーブル２の回転による遠心力によって、水平面
Ｓを円滑に滑り又転がりながら移動して、排出口５Ｄより回転テーブル２外へ排出される
。排出口５Ｄから排出された金属異物Ｋは、環状隙間３０に落下する。
【００５６】
　なお、図７（２）に示した実施形態では、流路制御部５６を設けることによって、前述
した図７（１）に示した実施形態と同様な理由により、排出口５Ｄから排出される金属異
物Ｋに対して環状隙間３０を吹き上がるガスが直接あたりにくい構造である。
　その結果として、ガスの圧損を抑えることができるとともに、排出口５Ｄから排出され
る金属異物Ｋが、例え、一旦ガスによって吹き上げられたとしても回転テーブル上面２Ａ
へ吹き戻されにくい構造であるから、金属異物Ｋが吹き上げられて再度回転テーブル上面
２Ａに戻る可能性を低減できる。
【００５７】
　また、図７（２）に示した実施形態では、流路制御部５６Ａの円周方向側の両側面に閉
止板５６Ｃを配しているので、回転テーブル２の回転にともない側面側から排出口５Ｄ側
に流れ込んでくるガスも遮断できる。したがって、ガスの流れに対して、金属異物Ｋがさ
らに曝されにくい構造となり、結果、金属異物Ｋが、吹き上げられて再度回転テーブル上
面２Ａに戻る可能性を、さらに低減できるので、竪型粉砕機１の粉砕効率を改善すること
が可能になる。
【００５８】
　なお、図７（２）に示した実施形態では、特に好ましい構造として、流路制御部５６Ａ
の円周方向側の両側面に閉止板５６Ｃを配することにより、金属異物Ｋがガスの流れに対
して曝されにくい構造とした。しかし、本発明の適応の範囲はこれに限るものではなく、
少なくとも一方側に閉止板５６Ｃを配すれば、金属異物Ｋが吹き上げられて再度回転テー
ブル上面２Ａに戻る可能性を低減できる。
【００５９】
　例えば、回転テーブル２の回転方向側となる円周方向側側面に閉止板５６Ｃを配すれば
、流路制御部５６Ａの内側に、側面側からガスがまわり込み入るのを防止して、金属異物
Ｋが吹き上げられるのを抑制でき、金属異物Ｋが吹き上げられて再度回転テーブル上面２
Ａに戻る可能性を低減できる。また、回転テーブル２の反回転方向側となる円周方向側側
面に閉止板５６Ｃを配すれば、流路制御部５６Ａの内側に入り込んだガスが流路制御部５
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に戻る可能性を低減できる。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　以上のように本願発明に係わる技術は、コニカル型の粉砕ローラを備えた竪型粉砕機の
粉砕効率向上等に役立ち好適に使用できる。
【符号の説明】
【００６１】
　１　　　竪型粉砕機
　１Ａ　　ミルケーシング
　１Ｂ　　分級機ケーシング
　２　　　回転テーブル
　２Ａ　　回転テーブル上面
　２Ｂ　　減速機
　３　　　粉砕ローラ
　５　　　ダムリング
　５Ａ　　ダムリング調整板
　５Ｂ　　分割ダムリング
　５Ｄ　　排出口
　１３　　回転式分級羽根
　１４　　固定式分級羽根
　１５　　分級機構
　１９　　内部コーン
　３０　　環状隙間
　３３　　ガス導入口　
　３４　　排出シュート
　３５　　原料供給口
　３９　　上部取出口
　５２　　ダムリング（第２タイプ）
　５３　　ダムリング（第３タイプ）
　５４　　ダムリング（第４タイプ）
　５５　　ダムリング（第５タイプ）
　５６Ａ　流路制御部
　５６Ｂ　ベース部
　５６　　ダムリング（第６タイプ）
　５６Ａ　流路制御部
　５６Ｂ　ベース部
　５６Ｃ　閉止板
　Ｔ　　　転動面
　Ｓ　　　水平面
　Ｋ　　　金属異物
　Ｆ　　　粉砕品
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